
八
重
山
諸
島
か
ら
見
た
日
本
／
沖
縄

「
境
界
の
島
々
」
　
の
歴
史
（
≡
）

原
　
知
事

前
回
は
、
前
近
代
、
す
な
わ
ち
先
史
時
代
か
ら
琉
球
王
国
時
代

に
い
た
る
ま
で
の
八
重
山
の
歴
史
を
叙
述
し
た
。
今
回
は
、
琉
球

処
分
前
後
か
ら
沖
縄
戦
終
結
後
の
混
乱
期
に
い
た
る
ま
で
の
近
現

代
の
八
重
山
の
歴
史
を
具
体
的
に
叙
述
す
る
。

一
近
代
（
一
八
七
九
年
～
沖
縄
戦
ま
で
）

（
こ
　
琉
球
処
分
と
「
分
島
増
約
案
」

一
九
世
紀
後
半
、
日
本
本
土
で
は
、
「
内
憂
外
患
」
と
よ
ば
れ
た

状
況
下
で
、
ペ
リ
ー
来
航
を
ひ
と
つ
の
大
き
な
契
機
と
し
て
幕
藩

体
制
が
崩
壊
し
て
い
き
、
近
代
天
皇
制
国
家
・
日
本
国
が
創
出
さ

れ
た
。
一
八
六
七
年
に
江
戸
幕
府
に
代
わ
っ
て
成
立
し
た
明
治
政

府
の
琉
球
王
国
に
対
す
る
方
針
は
、
当
初
は
明
確
に
は
定
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
。
全
国
的
に
廃
藩
置
県
が
行
な
わ
れ
た
一
八
七
一

（
明
治
四
）
年
の
翌
年
の
一
八
七
二
　
（
明
治
五
）
年
に
は
、
琉
球
藩

が
設
置
さ
れ
、
琉
球
国
王
は
　
「
蒲
王
」
　
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、

こ
の
時
点
で
は
王
国
の
制
度
は
存
続
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
明
治
政
府
の
方
針
は
、
「
日
清
両
属
」
　
の
状
態
に
あ

っ
た
琉
球
王
国
を
解
体
し
、
日
本
国
の
版
図
に
組
み
込
む
方
向
へ

と
収
赦
し
て
い
っ
た
。

琉
球
王
国
解
体
の
具
体
的
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
七
一

（
明
治
四
）
　
年
に
起
き
た
宮
古
島
民
遭
難
事
件
で
あ
っ
た
。
宮
古
島

民
遭
難
事
件
と
は
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
　
年
、
那
覇
を
出
港
し

た
宮
古
・
八
重
山
諸
島
の
船
四
隻
が
暴
風
雨
に
あ
い
、
う
ち
宮
古

船
一
隻
が
台
湾
南
東
部
に
漂
着
し
、
そ
の
乗
組
員
五
四
名
が
、
当

時
、
清
国
や
日
本
国
で
　
「
生
蕃
」
　
（
教
化
に
服
さ
な
い
蛮
族
）
　
と
よ

ば
れ
て
い
た
台
湾
の
先
住
民
族
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
事

件
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
、
こ
の
宮
古
島
民
遭
難
事
件
を
口
実
と
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し
て
、
「
日
本
国
民
」
　
で
あ
る
琉
球
人
が
　
「
生
蕃
」
に
殺
害
さ
れ
た

こ
と
に
対
す
る
報
復
措
置
と
い
う
名
目
で
、
台
湾
に
出
兵
し
た
。

そ
し
て
明
治
政
府
は
、
台
湾
出
兵
後
に
は
、
琉
球
藩
の
管
轄
を
外

務
省
か
ら
内
務
省
に
移
す
と
と
も
に
、
台
湾
出
兵
後
に
締
結
さ
れ

た
日
清
両
国
間
互
換
条
款
の
な
か
に
、
琉
球
人
を
「
日
本
国
属
民
」

と
す
る
一
節
を
挿
入
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

台
湾
出
兵
に
い
た
る
過
程
で
、
琉
球
王
国
を
解
体
し
沖
縄
県
を

設
置
す
る
「
琉
球
処
分
」
　
の
方
針
を
か
た
め
た
明
治
政
府
は
、
一

八
七
九
　
（
明
治
一
二
）
　
年
に
琉
球
処
分
を
断
行
し
た
。
こ
う
し
て
、

一
四
二
九
年
に
尚
巴
志
に
よ
っ
て
三
山
統
一
が
な
さ
れ
て
か
ら
以

後
、
四
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
き
た
琉
球
王
国
の
歴
史
に

終
止
符
が
打
た
れ
た
。

し
か
し
、
琉
球
王
国
を
冊
封
体
制
下
に
お
い
て
い
た
滴
国
は
、

琉
球
人
を
「
日
本
国
属
民
」
と
す
る
内
容
を
ふ
く
む
互
換
条
款
を

日
本
国
と
の
間
で
結
ん
で
は
い
た
も
の
の
、
日
本
国
に
よ
る
琉
球

王
国
の
解
体
や
沖
縄
県
の
設
置
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
日
清
両
国
の
間
で
　
「
琉
球
問
題
」
　
が
外
交
問
題
と
し
て

浮
上
し
た
。
こ
の
　
「
琉
球
問
題
」
を
解
決
す
べ
く
、
日
本
国
に
よ

る
沖
縄
県
設
置
の
翌
年
、
一
八
八
〇
　
（
明
治
一
三
）
　
年
に
妥
結
さ

れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
　
「
分
島
増
約
案
」
　
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
島

増
約
案
は
、
宮
古
・
八
重
山
諸
島
を
靖
国
に
割
譲
し
、
そ
の
引
き

換
え
に
日
本
商
人
が
酒
国
で
欧
米
諸
国
並
み
の
通
商
が
で
き
る
よ

う
日
清
修
好
条
規
に
条
文
を
追
加
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
清
国
は
、
最
終
的
に
こ
の
分
島
増
約
案
の
正
式
な
調
印

を
見
送
り
、
か
く
し
て
八
重
山
は
日
本
国
の
領
土
と
し
て
確
定
さ

れ
た
　
（
た
だ
し
、
そ
の
後
も
日
清
戦
争
前
後
ま
で
、
琉
球
問
題
は

両
国
間
の
外
交
問
題
と
し
て
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
た
）
。

（
二
）
　
旧
慣
温
存
政
策
か
ら
の
転
換

明
治
政
府
は
、
琉
球
処
分
を
断
行
し
た
後
、
沖
縄
県
に
お
い
て

琉
球
王
国
時
代
の
土
地
制
度
や
租
税
制
度
な
ど
の
　
「
旧
慣
」
を
改

め
て
急
激
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
は
混
乱
を
き
た
す
と
し
て
、
当

面
は
琉
球
王
国
時
代
の
　
「
旧
慣
」
を
存
続
さ
せ
る
旧
慣
温
存
政
策

を
と
っ
た
。
こ
の
た
め
、
八
重
山
に
お
い
て
は
、
日
本
国
の
領
土

と
し
て
確
定
さ
れ
た
後
も
、
人
頭
税
制
度
、
そ
し
て
地
元
の
中
間

役
人
層
に
よ
る
搾
取
が
続
い
た
。
明
治
政
府
が
旧
慣
温
存
政
策
を

と
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
急
激
な
改
革
は
混
乱
を
き
た
す
と
い
う

こ
と
の
他
に
、
琉
球
王
国
時
代
の
旧
支
配
者
層
の
反
発
を
避
け
る

こ
と
、
そ
し
て
、
琉
球
王
国
時
代
の
租
税
制
度
の
ほ
う
が
、
政
府

に
と
っ
て
利
益
が
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
沖
縄
県
設
置
と
は
、
八
重
山
の
農
村

の
人
び
と
に
と
っ
て
、
薩
摩
藩
に
よ
る
搾
取
か
ら
明
治
政
府
に
よ
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る
搾
取
へ
の
移
行
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

民
権
運
動
の
高
ま
り
も
あ
り
、
旧
慣
温
存
政
策
か
ら
の
転
換
が

始
ま
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
琉

球
王
国
時
代
の
地
方
行
政
機
関
で
あ
っ
た
蔵
元
が
廃
止
さ
れ
た
の

は
一
八
九
七
　
（
明
治
三
〇
）
　
年
、
人
頭
税
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
一

九
〇
三
　
（
明
治
三
六
）
　
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
琉
球
王
国

時
代
の
行
政
区
域
で
あ
っ
た
間
切
が
町
村
に
再
編
成
さ
れ
た
の
は

一
九
〇
八
　
（
明
治
四
一
）
　
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
八
重

山
の
人
び
と
が
国
政
参
政
権
を
得
た
の
は
一
九
一
九
　
（
大
正
八
）

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
　
（
沖
縄
諸
島
で
は
一
九
一
二
年
）
。
こ
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、

少
な
く
と
も
法
制
度
の
面
で
八
重
山
と
日
本
国
内
の
他
地
域
の
格

差
は
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
、
明
和
の
大
津

波
以
後
、
減
少
し
つ
づ
け
て
き
た
八
重
山
の
人
口
は
し
だ
い
に
回

復
し
て
い
っ
た
。

（
三
）
　
人
・
モ
ノ
・
貨
幣
・
情
報
の
移
動
の
活
発
化

旧
慣
温
存
政
策
か
ら
の
転
換
が
進
め
ら
れ
た
時
期
は
、
石
垣
島

を
中
心
に
近
代
的
な
交
通
網
・
通
信
網
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
八

重
山
と
他
地
域
の
間
の
人
・
モ
ノ
・
貨
幣
・
情
報
の
移
動
が
し
だ

い
に
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は

台
湾
の
存
在
が
あ
っ
た
。
一
八
九
五
　
（
明
治
二
八
）
　
年
、
日
清
戦

争
後
に
締
結
さ
れ
た
下
関
条
約
に
よ
り
台
湾
が
日
本
国
の
植
民
地

と
し
て
割
譲
さ
れ
る
と
、
台
湾
と
那
覇
を
結
ぶ
中
継
地
点
と
し
て
、

八
重
山
、
と
く
に
石
垣
島
を
中
心
に
交
通
網
・
通
信
網
の
整
備
が

進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
早
く
も
一
八
九
六
　
（
明
治
二
九
）
　
年
に

は
、
大
阪
－
那
覇
－
台
湾
航
路
、
そ
し
て
那
覇
－
宮
古
－
石
垣
－

台
湾
航
路
が
開
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
八
九
七
　
（
明
治
三
〇
）
　
年

に
は
、
八
重
山
通
信
所
が
開
設
さ
れ
、
石
垣
と
那
覇
、
宮
古
、
西

表
、
台
湾
の
間
が
海
底
電
信
線
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
。
こ
う
し
た

交
通
網
・
通
信
網
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
、
外
部
地
域
か
ら
八
重

山
を
訪
れ
る
人
び
と
の
数
も
増
加
し
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
を
中
心

に
土
地
開
拓
事
業
や
そ
の
他
の
産
業
の
興
亡
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
八
重
山
は
市
場
経
済
へ
と
巻
き
込
ま
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
八
重
山
で
は
、

海
上
交
通
網
の
発
達
や
、
「
ソ
テ
ツ
地
獄
」
　
と
し
て
知
ら
れ
る
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
経
済
的
困
窮
を
背
景
と
し
て
、
多
く
の
人
び
と

が
出
稼
ぎ
の
た
め
に
台
湾
に
渡
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
台
湾
と
の

間
の
人
・
モ
ノ
・
貨
幣
・
情
報
の
移
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
九
世
紀
末
以
後
、
日
本
国
へ
の
制
度
的
一
体
化
が

す
す
む
と
同
時
に
、
他
地
域
の
間
と
の
人
・
モ
ノ
・
貨
幣
・
情
報

の
移
動
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
状
況
下
で
、
八
重
山
の
基
幹
産
業
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で
あ
る
農
業
も
変
化
し
て
い
っ
た
。
近
代
に
お
け
る
八
重
山
の
農

業
に
関
す
る
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
台
湾
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
蓬
莱
種
」
　
の
稲
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
蓬
莱
種
と
は
、
「
内
地
」
　
か
ら
台
湾
に
導
入
さ
れ

た
稲
の
品
種
、
そ
し
て
、
台
湾
に
お
い
て
交
雑
に
よ
り
作
り
出
さ

れ
た
亜
熱
帯
用
の
稲
の
品
種
の
通
称
で
あ
る
。
蓬
莱
種
は
、
在
来

種
の
稲
を
は
る
か
に
超
え
る
収
穫
を
も
た
ら
し
た
。
大
正
時
代
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
八
重
山
に
は
い
く
つ
か
の
蓬
莱
種
の

稲
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
特
に
　
「
台
中
六
五
号
」
と
い

う
品
種
が
普
及
し
、
在
来
種
の
稲
に
と
っ
て
代
わ
っ
て
い
っ
た
。

第
二
に
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
お
よ
び
製
糖
業
が
始
ま
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
一
六
九
七
年
に
琉
球
王
府
に
よ
っ
て
製
糖
制
限
令
が
施

行
さ
れ
て
以
来
、
沖
縄
諸
島
の
一
部
地
域
お
よ
び
宮
古
・
八
重
山

で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
や
製
糖
は
禁
止
さ
れ
て
き
た
。
琉
球

王
府
に
よ
り
、
製
糖
制
限
令
が
施
行
さ
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
頁

納
や
食
糧
確
保
の
た
め
に
必
要
な
稲
や
甘
藷
の
生
産
に
影
響
を
与

え
な
い
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
製
糖
制
限
令
は
、

一
八
八
八
　
（
明
治
二
一
）
年
に
よ
う
や
く
撤
廃
さ
れ
た
が
、
沖
縄

県
庁
当
局
は
、
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
八
重
山
に
お
け
る
サ
ト
ウ

キ
ビ
導
入
の
指
導
奨
励
を
開
始
し
て
い
た
。
当
時
は
、
日
本
国
内

に
お
い
て
砂
糖
が
不
足
し
て
お
り
、
製
糖
業
は
八
重
山
の
経
済
振

興
の
上
で
も
有
望
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦

前
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
を
受
け
て
砂
糖
価
格
が
世
界

的
に
暴
騰
し
た
時
期
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
や
製
糖
が
一
時
的
に
ブ

ー
ム
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
も
の
（
隼
八
重
山
に
お
け
る
基
幹
的

な
農
作
物
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
戦
前
の
八
重
山

で
は
、
水
稲
を
主
要
な
換
金
作
物
と
し
、
甘
藷
を
主
要
な
自
給
作

物
と
す
る
農
業
が
営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
で
見
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
水
稲
・
甘
藷
を
中
心
と
す
る
八
重
山
の
農
業
が
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
中
心
と
し
た
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
と
大
き
く
転
換
し
て

い
く
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
石
垣
島
に
入
植
し
た
台
湾
人
に
よ
っ
て
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
栽
培
が
八
重
山
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
三
　
（
昭
和
八
）
　
年
か
ら
一
九
三
五
　
（
昭
和
一
〇
）
　
年
ご
ろ

に
か
け
て
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
栽
培
を
目
的
と
し
て
多
数
の
台
湾
人

が
石
垣
島
に
入
植
し
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
太
平
洋
戦
争
が
激
化

し
た
一
九
四
四
　
（
昭
和
一
九
）
　
年
か
ら
一
九
四
五
　
（
昭
和
二
〇
）

年
ご
ろ
に
台
湾
に
帰
郷
し
た
。
し
か
し
、
一
〇
年
あ
ま
り
の
滞
在

の
間
に
、
石
垣
島
に
入
植
し
た
こ
れ
ら
の
台
湾
人
は
、
八
重
山
に

お
け
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
栽
培
の
本
格
的
導
入
の
端
緒
を
開
き
、
戦

後
の
石
垣
島
に
お
け
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
産
業
の
発
展
の
基
礎
を
築
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い

た
○

（
四
）
　
八
重
山
と
戦
争

一
九
三
二
　
（
昭
和
六
）
　
年
の
柳
条
湖
事
件
以
後
、
日
本
国
が
十

五
年
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
八
重
山
で
も
し
だ
い
に
戦
時
色
が
濃

く
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
太
平
洋
戦
争

が
始
ま
る
と
、
そ
の
翌
年
に
は
日
本
軍
の
進
駐
が
始
ま
り
、
一
九

四
一
二
　
（
昭
和
一
八
）
年
か
ら
一
九
四
四
　
（
昭
和
一
九
）
年
に
か
け

て
は
、
石
垣
島
に
三
ヶ
所
の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
た
。
太
平
洋
戦

争
末
期
に
は
、
沖
縄
諸
島
の
よ
う
に
米
軍
が
上
陸
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
空
襲
や
　
「
戦
争
マ
ラ
リ
ア
」
　
に
よ
っ
て
八
重
山
の
人

び
と
は
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
　
（
大
田
静
男
『
八
重
山
の
戦

争
』
南
山
含
、
一
九
九
六
年
）
。

戦
争
マ
ラ
リ
ア
と
は
、
軍
命
に
よ
り
マ
ラ
リ
ア
の
巣
窟
で
あ
る

山
地
に
強
制
避
難
さ
せ
ら
れ
た
た
め
に
八
重
山
の
人
び
と
が
こ
う

む
っ
た
マ
ラ
リ
ア
被
害
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
五
　
（
昭
和
二
〇
）

年
の
一
年
間
に
、
八
重
山
全
体
で
、
全
人
口
の
半
数
以
上
に
あ
た

る
一
万
六
八
八
二
名
が
マ
ラ
リ
ア
に
擢
思
し
、
そ
の
う
ち
三
六
四

七
名
の
人
命
が
失
わ
れ
た
　
（
表
1
）
。

表1太平洋戦争末期日945年）における八重山のマラリア羅患・死亡状況

〓
　
現
代
（
沖
縄
戦
～
現
在
ま
で
）

0／
島　　 名 人　 口 （A ） 確患者数 （B） 　　　　　　　　　　　 ヽ 0

得意率 （B／A ） 壷　 死亡者（C ） i 死亡率 （C完 ）

石 垣 島 1 9 ，0 5 0 1 0 ，0 60 5 2 ．8 2 ，4 9 6 i　　　 2 4 ．8

竹 詰 島 1，4 30 7 7 5 ．4 7 9 ．1

小 浜 島 1，0 7 9 8 62 7 9 ．9 12 4 14 ．4

黒　 鳥 1，3 4 5 12 8 9 ．5 19 1 五‾由

新 城 島 2 5 5 14 4 5 6 ．5 2 4－ 1 6 ．ナ

波照間烏

鱒 間 島

1，5 9 0 1，5 8 7 9 9 ．8 4 7 7 3 0 」

5 60 5 2 6 9 3 ．9 5 9 1 上皇

西 表 島

重T＿‾与悶 島

1．6 2 7 3 2 7 2 0 ．1 7 5 とき‾．う

4 ，7 4 5 3 ，17 1 6 6 ．8 3 6 6 亘 畠

計 3 1，6 8 1 16 ，8 8 2 5 3 ．3 3 ，6 4 7 左上も

（毎日新聞特別報道部取材班『沖縄戦争マラリア事例東方出版、1994年．p．73より作成）
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（
こ
　
沖
縄
戦
終
結
後
の
混
乱
期

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
と
、
沖
縄
は
米
軍
の
統
治
下
に
お
か
れ
、

八
重
山
と
台
湾
の
間
に
は
、
ふ
た
た
び
国
境
線
が
引
か
れ
た
。
し

か
し
、
台
湾
に
隣
接
す
る
与
那
国
島
の
漁
民
た
ち
は
、
戦
争
が
終

わ
る
と
、
以
前
と
同
様
に
、
台
湾
の
沖
合
い
で
採
っ
た
魚
を
台
湾

の
セ
リ
市
場
に
運
び
込
み
、
台
湾
で
購
入
し
た
生
活
物
資
を
与
那

国
島
に
持
ち
帰
る
生
活
を
再
開
し
た
。

そ
の
後
、
こ
う
し
た
与
那
国
島
の
漁
民
た
ち
の
行
動
が
発
端
と

な
り
、
与
那
国
島
を
中
継
基
地
と
し
て
、
香
港
や
台
湾
、
マ
ラ
ッ

カ
か
ら
沖
縄
島
、
日
本
本
土
ま
で
を
結
ぶ
　
「
密
貿
易
」
　
の
ル
ー
ト

が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

500　　　　　　　　1聞帥爪フィリピン

晩賢社、2000年）より転載

（
図
1
）
。
終
戦
後
の
沖
縄
で
は
、
い
わ
ゆ

る
　
「
内
地
」
、
「
外
地
」
　
か
ら
多
く
の
人

び
と
が
引
き
揚
げ
て
き
た
た
め
に
、
人

口
過
剰
に
陥
り
、
食
糧
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
物
資
の
不
足
が
生
じ
て
い
た
。

八
重
山
の
島
々
で
も
台
湾
や
日
本
本
土

か
ら
多
数
の
人
び
と
が
引
き
揚
げ
て
き

た
た
め
に
、
生
活
物
資
の
不
足
が
生
じ

て
い
た
が
、
沖
縄
戦
に
よ
り
焦
土
と
化

し
た
沖
縄
島
で
は
事
態
は
一
層
深
刻
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
下
で
、
台

湾
か
ら
与
那
国
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
生

活
物
資
は
、
沖
縄
島
、
そ
し
て
日
本
本

土
に
ま
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
一
九
四
七
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図2　八重山諸島の人口変動指数の推移（1920～1995年）★

★1940（昭和15）年の人口を100とした場合の人口変動指数の推移

（
昭
和
二
二
）
　
年
に
台
湾
で
　
「
二
・
二
八
事
件
」
　
が
勃
発
し
た
後
、

国
民
政
府
軍
に
よ
る
台
湾
人
へ
の
抑
圧
・
統
制
が
強
ま
り
、
台
湾

か
ら
の
自
由
な
航
行
が
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
与
那
国
島

を
中
継
基
地
と
し
た
密
貿
易
は
む
し
ろ
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
台

湾
か
ら
は
米
や
砂
糖
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
物
資
が
与
那
国
を
経

由
し
て
沖
縄
、
そ
し
て
日
本
本
土
に
運
び
込
ま
れ
た
。
一
方
、
沖

縄
か
ら
は
、
米
軍
の
倉
庫
か
ら
盗
み
出
さ
れ
た
薬
き
ょ
う
、
真
鏡
、

銅
、
銃
器
類
、
火
薬
な
ど
の
軍
需
品
や
非
鉄
金
属
を
中
心
と
し
た

物
資
が
台
湾
や
香
港
に
運
び
込
ま
れ
た
。
中
国
大
陸
に
お
い
て
国

民
政
府
軍
と
共
産
軍
の
内
戦
が
激
化
す
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
軍
需

品
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

米
軍
の
倉
庫
か
ら
軍
需
品
が
盗
み
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
軍
需
品

の
一
部
が
共
産
軍
の
も
と
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
在
沖
米

軍
政
府
は
密
貿
易
の
取
締
強
化
に
乗
り
出
し
、
一
九
四
九
　
（
昭
和

二
四
）
　
年
に
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
後
は
、
そ
の
取
締
を

一
層
強
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
二
　
（
昭
和
二
七
）
　
年

頃
に
は
与
那
国
を
中
継
基
地
と
す
る
密
貿
易
ル
ー
ト
は
ほ
ぼ
消
滅

し
た
。

与
那
国
を
中
継
基
地
と
す
る
密
貿
易
が
盛
ん
に
な
っ
た
一
九
四

七
　
（
昭
和
二
二
）
　
年
頃
か
ら
、
沖
縄
諸
島
や
宮
古
・
八
重
山
諸
島

の
離
島
地
域
の
人
び
と
の
な
か
か
ら
、
食
糧
を
自
給
す
べ
く
、
石
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垣
島
・
西
表
島
へ
自
発
的
に
移
住
を
は
じ
め
る
人
び
と
が
現
わ
れ

は
じ
め
た
。
さ
ら
に
、
米
軍
に
よ
っ
て
沖
縄
島
の
広
大
な
農
地
が

軍
用
地
と
し
て
接
収
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
琉
球

政
府
に
よ
り
一
九
五
二
　
（
昭
和
二
七
）
　
年
か
ら
一
九
五
七
　
（
昭
和

三
二
）
　
年
に
か
け
て
石
垣
島
・
西
表
島
へ
の
開
拓
移
住
政
策
が
実

施
さ
れ
、
一
九
五
七
　
（
昭
和
三
二
）
　
年
ま
で
に
約
三
四
〇
〇
名
の

人
び
と
が
石
垣
島
・
西
表
島
に
入
植
し
た
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
戦
後
の
戦
争
引
揚
者
、
あ
る
い
は
開
拓

移
住
者
に
よ
る
人
口
増
加
を
背
景
と
し
て
、
一
九
四
七
　
（
昭
和
二

二
）
　
年
か
ら
一
九
四
八
　
（
昭
和
二
三
）
　
年
に
か
け
て
、
石
垣
町
は

石
垣
市
　
（
石
垣
島
）
　
に
、
大
浜
村
は
大
浜
町
　
（
石
垣
島
）
　
に
、
竹

富
村
は
竹
富
町
　
（
竹
富
島
、
小
浜
島
、
黒
鳥
、
新
城
島
、
波
照
間

島
、
鳩
間
島
、
西
表
島
）
　
に
、
そ
し
て
与
那
国
村
は
与
那
国
町

（
与
那
国
島
）
　
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
昇
格
し
た
。
し
か
し
、
竹
富
町
と
与

那
国
町
で
は
、
一
九
五
〇
　
（
昭
和
二
五
）
　
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
ま

た
、
石
垣
市
　
（
一
九
六
四
年
に
大
浜
町
は
石
垣
市
に
合
併
）
　
で
は
、

一
九
六
五
　
（
昭
和
四
〇
）
　
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
そ
の
後
の
人

口
は
減
少
に
転
じ
た
　
（
図
2
）
。

特
に
八
重
山
の
離
島
地
域
に
あ
た
る
竹
富
町
と
与
那
国
町
で
は
、

一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
の
施
政
権
返
還
を
は
さ
ん
で
、
一
九

七
五
　
（
昭
和
五
〇
）
　
年
頃
ま
で
急
速
に
人
口
が
減
少
し
て
い
っ
た
。

こ
の
竹
富
町
と
与
那
国
町
に
お
け
る
著
し
い
人
口
減
少
の
主
な
原

因
は
、
自
然
動
態
に
お
け
る
減
少
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
社
会
動
態
に
お
け
る
減
少
、
す
な
わ
ち
人
口
流
出
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
連
載
の
最
終
回
に
あ
た
る
次
回
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら

一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
竹
富
町
と
与
那
国
町
と
い
う
八
重
山
の

離
島
地
域
に
お
い
て
進
ん
だ
急
速
な
人
口
流
出
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
、
八
重
山
の
現
代
史
を
叙
述
す
る
こ
と
に
し
い
た
い
。
（
続
）

注（
1
）
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
ビ
ー
ト
　
（
甜
菜
）
栽

培
地
域
を
主
戦
場
と
し
て
展
開
さ
れ
た
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
糖
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
深
刻
な
砂
糖

不
足
に
陥
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
戦
中
は
砂
糖
価
格
が
世
界
的
に
暴

騰
し
た
。

（
は
ら
・
と
も
あ
き
／
静
岡
大
学
）
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